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特 集 ／ 茨 城 県 議 会 正 ・ 副 議 長 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

新 規 の 道 路 整 備 を 働 き か け る広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 拡 充 へ

　

－ 副 議 長 就 任 の 抱 負 を

　
県 民 の 代 弁 者 と し て 、 舘 議 長

を 補 佐 し な が ら 県 政 発 展 を 目 指す と と も に 、 県 民 の 皆 さ ま の 声を し っ か り 県 政 に 反 映 で き る よう 、 円 滑 な 議 会 運 営 に 努 め て いく 。　
人 口 減 少 が 進 展 す る 中 、 地 域

　

－ 議 長 就 任 の 抱 負 を

　
地 域 の 声 を 県 政 に 反 映 し 、 県

全 体 の 発 展 に つ な げ ら れ る よう 、 公 正 ・ 円 滑 な 議 会 運 営 に 努め て ま い り た い 。 県 議 会 は 二 元代 表 制 の 一 翼 を 担 う 存 在 。 政 策立 案 や 意 思 決 定 、 監 視 な ど の 機能 を 最 大 限 に 発 揮 し 、 県 民 福 祉

の 活 力 を さ ら に 高 め る に は 、 ビジ ネ ス ・ 観 光 な ど 様 々 な 分 野 の交 流 拡 大 と 活 性 化 を 図 っ て い く必 要 が あ る 。 そ の た め に も 北 関東 の 玄 関 口 で あ る 茨 城 港 常 陸 那珂 港 区 や 、 広 域 的 な 幹 線 道 路 の整 備 推 進 な ど に よ り 、 陸 ・ 海 ・空 の 広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の さ の 向 上 と 県 勢 の 発 展 に 全 力 で 取り 組 ん で い く 。　
急 速 に 進 む 人 口 減 少 に 立 ち 向

か い 、 地 域 経 済 の 持 続 的 発 展 を実 現 し て い く た め に は 、 新 た な産 業 用 地 の 確 保 な ど に 努 め る とと も に 、 半 導 体 や 次 世 代 自 動 車な ど 成 長 産 業 の 企 業 誘 致 を 強 力

ら な る 拡 充 に 取 り 組 む こ と が 重要 に な る 。　
ま た 、 近 年 の 気 候 変 動 に よ

り 、 頻 発 化 ・ 激 甚 化 す る 台 風 やゲ リ ラ 豪 雨 な ど の 災 害 か ら 県 民の 生 活 を 守 る た め 、 道 路 の 補 修や 河 川 改 修 な ど に も 全 力 で 取 り組 ま な け れ ば な ら な い 。　

－ 特 に 注 力 し た い こ と は

　
国 家 的 目 標 で あ る 「 ２ ０ ５ ０

年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 」 の 実現 に 向 け て 、 我 々 の 生 活 や 社 会活 動 全 般 の 根 幹 に 関 わ る エ ネ ルギ ー 問 題 に 尽 力 し た い 。 科 学 技術 立 県 を 掲 げ 、 首 都 圏 へ の エ ネル ギ ー 供 給 を 担 う 本 県 に お い ても 、 経 済 活 動 の 持 続 に 不 可 欠 な に 進 め 、 若 者 に 魅 力 あ る 雇 用 を地 元 に つ く り 、 本 県 出 身 の 若 者の 定 着 に 結 び 付 け る こ と が 極 めて 重 要 。 将 来 に わ た り 、 豊 か で経 済 力 の あ る 県 づ く り を 力 強 く推 進 し て い く 。　

－ 特 に 注 力 し た い こ と は

　
何 と 言 っ て も 、 長 引 く 物 価 高

騰 に よ る 対 策 が 急 務 。 物 価 高 騰は 県 民 生 活 や 地 域 経 済 へ 大 き な影 響 を 及 ぼ し て お り 、 経 済 力 を高 め る 施 策 を 推 し 進 め 、 物 価 上昇 を 上 回 る 持 続 的 な 賃 上 げ の 促進 を 通 じ た 経 済 の 好 循 環 を 確 実な も の に し て い く 必 要 が あ る 。　
本 県 は 工 場 立 地 動 向 調 査 で 県

外 企 業 立 地 件 数 が ８ 年 連 続 全 国

エ ネ ル ギ ー の 安 定 確 保 と 県 民 生活 の 安 心 安 全 の 両 面 か ら 、 現 実を 見 据 え て エ ネ ル ギ ー 政 策 を 議論 す べ き だ ろ う 。　
原 子 力 エ ネ ル ギ ー に つ い て

は 、 安 全 性 の 確 保 に 加 え 、 地 域住 民 の 不 安 や 懸 念 に ど う 寄 り 添う か が 非 常 に 大 切 だ 。 県 と し ても 早 急 に 避 難 計 画 を 策 定 し 、 実効 性 あ る 計 画 の 下 で 安 全 性 に つい て の 議 論 と 理 解 を 深 め て い くべ き だ ろ う 。　
ま た 、 県 土 の 均 衡 あ る 発 展 の

た め 、 県 内 外 を 結 ぶ 広 域 交 通 網や 、 県 内 各 地 を つ な ぐ 道 路 網 のさ ら な る 充 実 が 不 可 欠 と な る 。圏 央 道 ４ 車 線 化 と 東 関 道 水 戸 線未 整 備 区 間 は 、 来 年 度 中 の 全 線 １ 位 と な っ た 。 こ れ は 東 京 に 近い 立 地 優 位 性 や 本 県 独 自 の 優 遇制 度 の Ｐ Ｒ な ど 、 優 良 企 業 の 戦略 的 な 誘 致 を 行 っ て き た 成 果 であ る と 言 え る 。　
し か し 、 こ の 成 果 が 「 豊 か さ

の 実 感 」 と し て 県 民 に 伝 わ って い な い と 感 じ て い る 。 例 えば 「 東 京 に 進 学 し た お 子 さ ん が県 内 に 立 地 し た 企 業 に 就 職 で きた 」 と い っ た 身 近 な 出 来 事 と して 、 優 良 企 業 誘 致 の 成 果 を 県 民の 皆 さ ま に 実 感 し て い た だ け るよ う 、 県 民 雇 用 の さ ら な る 促 進に 尽 力 す る べ き と 考 え て い る 。　
県 外 に 進 学 し た 若 者 、 特 に 女

性 が 県 内 に Ｕ タ ー ン し や す い 環境 が 整 え ば 、 県 内 へ の 定 住 、 結

開 通 に 向 け て 整 備 が 進 め ら れ てい る 。 鹿 行 地 域 で は （ 仮 称 ） 鹿行 南 部 道 路 の 基 本 方 針 が 策 定 され 、 道 路 計 画 の 具 体 化 に 向 け た検 討 が 進 め ら れ て い る 。 こ れ らの 整 備 に よ る 広 域 交 通 ア ク セ スの 向 上 を 追 い 風 と し て 、 企 業 誘致 や 観 光 誘 客 な ど の 取 組 を 進め 、 地 域 経 済 の 活 性 化 や 交 流 人口 の 拡 大 を 具 現 化 し て い く こ とが 重 要 だ 。　
さ ら に 、 県 北 臨 海 部 の 国 道 ６

号 か ら 内 陸 山 間 部 の 国 道 １ １ ８号 ま で を つ な ぐ 横 軸 ル ー ト の 整備 を 確 実 に 進 め 、 日 立 ・ 高 萩 など の 海 岸 地 域 と 竜 神 大 吊 橋 や 、袋 田 の 滝 な ど の 観 光 名 所 を つな ぐ 県 北 観 光 周 遊 を 促 進 す る な 婚 、 出 産 に つ な が り 、 加 速 度 的に 進 展 す る 人 口 減 少 の 歯 止 め とし て も 有 効 と な り 得 る だ ろ う 。今 後 は 知 事 が 取 り 組 ま れ て き た優 良 企 業 の 誘 致 に 加 え 、 雇 用 対策 に も 力 を 入 れ る こ と で 、 県 民の 皆 さ ま が 「 豊 か さ を 実 感 で きる 取 組 」 を 展 開 し て い く こ と が重 要 だ 。　
ま た 、 さ ら な る 県 議 会 改 革 に

も 取 り 組 み た い 。 県 議 会 は 従 来の 慣 例 に と ら わ れ る こ と な く 、社 会 の 変 化 に 応 じ て 改 革 を 進 めて き た 。 そ の 結 果 、 早 稲 田 大 学マ ニ フ ェ ス ト 研 究 所 の 議 会 改 革度 調 査 に お い て 、 ２ ０ ２ １ 年 に初 め て 都 道 府 県 議 会 の 中 で １ 位を 獲 得 し 、 そ の 後 も ４ 年 連 続 で

ど 、 さ ら な る 県 北 振 興 を 図 る 必要 が あ る 。　
こ う し た 道 路 網 の 整 備 に 加

え 、 茨 城 港 や 鹿 島 港 、 茨 城 空 港の さ ら な る 利 活 用 を 促 進 し 、 地域 振 興 や 産 業 振 興 の 土 台 で あ る陸 ・ 海 ・ 空 の 広 域 的 な 交 通 イン フ ラ 整 備 を 力 強 く 推 進 し て いく 。　
一 方 、 高 齢 者 や 障 害 児 者 の 医

療 ・ 福 祉 に つ い て は 、 そ れ ぞ れの 地 域 ニ ー ズ を 踏 ま え た 上 で 、救 命 救 急 セ ン タ ー の 適 正 配 置 、救 急 搬 送 時 間 の 地 域 格 差 の 改 善な ど に 取 り 組 む べ き だ 。　
ま た 、 障 害 児 者 の 中 で も 、 特

に 医 療 的 ケ ア 児 や 重 度 の 心 身 障害 や 強 度 行 動 障 害 の あ る 子 ど も達 と そ の ご 家 族 に 対 す る ラ イ フス テ ー ジ に 合 わ せ た 医 療 ・ 福 祉体 制 の 整 備 や 支 援 の 強 化 が 喫 緊の 課 題 だ 。　
個 々 の 状 況 や ニ ー ズ に 応 じ 、

ご 家 族 の レ ス パ イ ト を 含 め た 各種 支 援 が 受 け ら れ る 体 制 を 構 築し て い く 取 組 に も 、 こ れ ま で 以上 に 力 を 注 い で い か な け れ ば なら な い 。 １ 位 を 堅 持 し て い る 。　 「 県 民 に 身 近 な 、 開 か れ た 議会 」 を 念 頭 に 、 我 々 議 員 一 人 一人 が そ れ ぞ れ の 地 域 の 県 民 の 皆さ ま の 声 に 真 摯 に 耳 を 傾 け 、 その 声 を 反 映 し た 政 策 を 知 事 は じめ 執 行 部 に 提 言 し 、 具 現 化 し てい く こ と で 、 市 町 村 議 会 を 含 めた 全 て の 地 方 自 治 体 の 中 で の 改革 度 １ 位 を 目 指 し て い く 。　

－ 建 設 業 界 へ メ ッ セ ー ジ を

　
県 内 建 設 業 の 就 業 者 数 は こ の2 5年 間 で 約 ３ 割 減 少 し 、 就 業 者

の 高 齢 化 も 進 ん で い る 。 新 た な担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 は 喫 緊 の 課題 だ 。 県 で は 昨 年 度 か ら 原 則 すべ て の 工 事 に 週 休 ２ 日 制 を 義 務づ け て お り 、 適 正 な 工 期 や 予 定価 格 の 設 定 、 低 入 札 価 格 調 査 制度 、 最 低 制 限 価 格 制 度 の 活 用 など に よ り 、 適 正 な 価 格 で 受 注 でき る 環 境 の 整 備 に 努 め て い る 。引 き 続 き 建 設 業 が 持 続 可 能 な 産業 と な る よ う 対 策 を 講 じ て ま いる の で 、 建 設 業 界 に お い て も 働き 方 改 革 を 推 進 し 、 担 い 手 の 確保 に 努 め て い た だ き た い 。
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第 1 1 9 代 副 議 長 第 1 1 8 代 議 長

プ ロ フ ィ ー ル

　
１ ９ ７ ２ 年 ２ 月

2 5日 生 ま れ 。

5 4歳 。 東 海 村 選

挙 区 。 当 選 ４ 回 。 い ば ら き 自 民 党 。 土 木 企 業 委 員 会 委 員 長 、防 災 環 境 産 業 委 員 会 委 員 長 、 総 務 企 画 委 員 会 委 員 長 な ど を 歴任 。 趣 味 は 映 画 鑑 賞 、 ス ポ ー ツ 観 戦 。 愛 読 書 は 村 上 龍 の 『 ５分 後 の 世 界 』  。 座 右 の 銘 は 「 義 を 見 て せ ざ る は 勇 無 き な り 」  。 プ ロ フ ィ ー ル

　
１ ９ ６ ７ 年 ３ 月

1 4日 生 ま れ 。

5 8歳 。 水 戸 市 ・

城 里 町 選 挙 区 。 当 選 ５ 回 。 い ば ら き 自 民 党 。 土 木 企 業 委 員 会委 員 長 、 防 災 環 境 商 工 委 員 会 委 員 長 、 農 林 水 産 委 員 会 委 員 長 、副 議 長 、 決 算 特 別 委 員 会 委 員 長 な ど を 歴 任 。 趣 味 は 釣 り 、 ゴル フ 。 愛 読 書 は 水 戸 学 関 連 。 座 右 の 銘 は 「 有 言 実 行 」  。

　
昨 年 の 第 ４ 回 県 議 会 定 例 会 で 第 １ １ ８ 代 の 議 長 に 舘 静 馬 氏 が 、 第 １ １ ９ 代

の 副 議 長 に 下 路 健 次 郎 氏 が 選 出 さ れ た 。 県 内 で は 企 業 立 地 な ど が 進 む 一 方 、人 口 減 少 や 物 価 高 騰 、 自 然 災 害 へ の 対 応 な ど 、 解 決 す べ き 課 題 が 山 積 す る 。県 が 総 合 計 画 に 掲 げ る 「 活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 」 の 実 現 に は 、二 元 代 表 制 の 片 翼 を 担 う 県 議 会 の 果 た す べ き 役 割 は 非 常 に 大 き い 。 新 正 副 議長 の ２ 人 に 就 任 の 抱 負 や 運 営 方 針 、 建 設 業 へ の 思 い な ど を 語 っ て も ら っ た 。

　

－ 建 設 業 界 へ メ ッ セ ー ジ を

　
建 設 業 界 の 皆 さ ま に は 、 日 頃

よ り 地 域 の 守 り 手 と し て 県 民の 暮 ら し を 支 え る 大 き な 役 割 を担 っ て い た だ い て い る 。 皆 さ まは 県 民 の 安 心 ・ 安 全 を 支 え る 上で な く て は な ら な い 存 在 だ 。　
建 設 業 は 一 品 受 注 生 産 、 現 地

屋 外 生 産 、 労 働 集 約 型 生 産 など の 特 性 上 、 効 率 化 が 遅 れ て おり 、 年 間 の 実 労 働 時 間 も 他 産 業と 比 べ て も 長 い と さ れ 、 人 手 不足 や 離 職 率 の 高 さ が 課 題 と な って い る 。 県 で は 生 産 性 向 上 の 取組 と し て Ｉ Ｃ Ｔ の 積 極 的 な 活 用を 進 め て お り 、 さ ら な る 普 及 拡大 を 進 め て い る 。 こ れ か ら も 建設 業 者 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 の 後 押 し と なる よ う 対 策 を 講 じ て ま い る ので 、 建 設 業 界 に お い て も 積 極 的に 努 め て い た だ き た い 。　
県 と し て も 建 設 業 が 多 く の 方

に 選 ば れ 、 持 続 可 能 で 魅 力 あ る産 業 と な る よ う 、 建 設 業 の 働 き方 改 革 や 生 産 性 向 上 を 支 援 し てい く 。 引 き 続 き 建 設 業 界 の 皆 さま に は 本 県 の 発 展 に ご 協 力 、 ご尽 力 い た だ き た い 。 　
一 方 で 建 設 関 係 の 予 算 は ピ ー

ク 時 と 比 べ て 半 減 し て お り 、 事業 量 も 地 域 に よ っ て ば ら つ き があ る 。 均 衡 あ る 県 土 の 発 展 の ため に も 、 こ の 格 差 を な く し て いき た い 。 個 人 的 に は 新 し い 道 路を つ く る 事 業 が 非 常 に 少 な くな っ て い る と 感 じ て い る 。 地 域の 発 展 に 道 路 は 不 可 欠 。 県 に は新 規 道 路 の 整 備 を 働 き か け て いき た い 。　
自 然 災 害 が 激 甚 化 ・ 頻 発 化 す

る 中 、 県 民 の 生 命 と 財 産 を 守 るた め 、 県 は 災 害 に 強 い 県 土 づ くり を 進 め て い る が 、 そ の 実 現 のた め に 建 設 業 の 皆 さ ま 方 の 果 たす 役 割 は 年 々 大 き く な っ て いる 。　
建 設 業 は 自 衛 隊 、 消 防 、 警 察

と 肩 を 並 べ る エ ッ セ ン シ ャ ルワ ー カ ー で あ り 、 昨 年 末 に 発 生し た 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ で は 、 県建 設 業 協 会 や 地 元 の 皆 さ ま の ご協 力 を い た だ き 、 速 や か に 防 疫作 業 を 終 え る こ と が で き た 。 重ね て 感 謝 申 し 上 げ る 。 今 後 と も建 設 業 界 の 皆 さ ま の お 力 添 え をお 願 い し た い 。

県 内 の 建 設 情 報 を キ メ 細 か く 網 羅

「 電 子 版 」 無 料 サ ー ビ ス
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　 茨 城 県 内 の 建 設 関 連 情 報 を 網 羅 。 企 業 利 益 に つ な が る 発 注 ・ 計 画 記 事 、 民
間 情 報 を は じ め 、 　 国 ・ 茨 城 県 ・ 自 治 体 等 の 予 算 、 人 事 、 工 事 や 委 託 ・ 役 務 等 の
入 落 札 情 報 、 企 業 ・ 団 体 の 事 業 活 動 、 新 技 術 ・ 新 開 発 情 報 な ど キ メ 細 か な 生 き
た 最 新 情 報 を 提 供 。 こ れ ま で の 業 界 紙 と は ス タ イ ル や ス タ ン ス が 異 な る 建
設 業 に 特 化 し た 建 設 総 合 紙 を 発 行 。 企 業 様 の 営 業 活 動 の 情 報 収 集 を 担 う 必
読 紙 で す 。

■ 情 報 量 が 豊 富
■ 活 字 を 大 き く 、 読 み や す さ を 追 求
■ 1 面 と 最 終 面 が 基 本 カ ラ ー
■ 事 業 予 算 や 工 事 ニ ュ ー ス 以 外 に

天 気 予 報 や 交 通 取 締 情 報 も 掲 載

建 設 新 聞建 設 新 聞

朝  刊朝  刊

公 共 も 民 間 も 情 報 量 が 豊 富 ！

カ ラ ー な の で 、 読 み や す さ が 定 評 ！


